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Pesticide Residues in Agricultural Products
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140 pesticide residues in 61 agricultural products were investigated. 135 of the 140 pesticide residues
were investigated by the method for simultaneous determination using GC/MS SIM which follows the( )

official method. 5 pesticide residues were investigated by the method reported by Motomura inet al.
2004. The results were summarized as follows;

-1 Recoveries of 135 pesticides spiked at 0.1 or 0.5 g/g into 6 agricultural products were 60) μ

140%. Good recoveries in the renge of 70 120% were obtained for 127 of 135 pesticides. The-

recoveries of 135 pesticides were suitable for screening purposes
2 Pesticide residues were detected in 20 agricultural products. The detection rate was about 33%.)

-3 13 pesticide residues were detected in 8 kinds of vegetables. Their concentrations were 0.01)

2.8ppm. The concentrations of pesticide residues detected in 3 vegetable samlples have exceeded the
standard values of the Food Sanitaion Low.

pesticide residues were detected in 3 kinds of fruits. Their concentrations were 0.01 0.05ppm.4 8) -

5 No pesticide residues were detected in brown rice sample.)
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は じ め に

農産物中の残留農薬調査については、 で一GC
斉分析を行い、農薬が検出された場合には、

( )で確認を行う方法 を主として用いGC/MS SCAN 1 ,2) )

てきたが、平成 年 月 日からのポジティブリ18 5 29
スト制導入により、今までより多くの農薬を効率良く

GC/MS調査する必要があることから、本年度より

SIM GC/MS( )による一斉分析法の検討を開始し、

( )等、また、場合によっては との併用によSCAN GC
る確認を行う方法と による個別分析法によGC-ECD
り調査を行ったので報告する。

調 査 方 法

１ 試料

添加回収実験には、ばれいしょ、トマト、キャベ

ツ、ほうれん草、いちご及び玄米を使用した。実態

調査には平成 年 月～ 月に当所へ搬入さ18 5 11

れた表 に示す 検体と当所で購入した玄米１検1 60
体を使用した。

なお、ねぎ、たまねぎは電子レンジで前処理した

ものを用いた。

２ 検査対象農薬

( ) による一斉分析法対象農薬1 GC/MS
農薬混合標準溶液 (現在 )、 （関東化学21 34 22

社製)及び表 に示す当所で調整し混合した農薬4
を用いた。なお、農薬混合標準溶液 又は の21 22
内、ホモジナイズする際、植物成分によって分解す

ることが知られているキャプタン、カプタホール及び

ジクロフルアニドは対象から除き、次に示す、

による個別分析法により対応した。GC-ECD
( ) による個別分析法対象農薬2 GC-ECD
クロロタロニル、キャプタン、カプタホール、ジクロ

フルアニド及びホルペット
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表１ 検査対象農産物

( 月)5
国内産：ばれいしょ( )，なす( )，びわ( )，さといも( )，トマト( )3 2 1 2 2
輸入品：スナックエンドウ( )，バナナ( )2 2

( 月)7
国内産：アスパラガス( )，きゅうり( )，トマト( )，にんじん( )，ぶどう( )3 3 2 2 2
輸入品：さといも( )，えだまめ( )2 1

( 月)9
国内産：ねぎ( )，ぶどう( )，なし( )，かぼちゃ( )，ブロッコリー( )3 3 2 2 1
輸入品：ブロッコリー( )，バナナ( )，いんげん( )1 1 2

( 月)11
国内産：ほうれん草( )，たまねぎ( )，ブロッコリー( )，はくさい( )，みかん( )，りんご( )，ねぎ( )3 3 2 2 2 2 2

( )内の数字は検体数を示す*

３ 試薬等

農薬混合標準溶液 又は も含め標準品は21 22
市販の農薬標準品を用い、また、有機溶媒等の試

薬は残留農薬分析用又は特級を用いた。

ミ ニカ ラム ( ，:ENVI-Carb/LCNH2 500mg/500mg
)( 社製)， ( ， )6mL SUPELCO Bond Elut C18 1g 6mL

( 社製)Varian
４ 装置及び測定条件

( ) ：島津製作所製( )1 GC/MS GC17A+QP5050A
カラム： (内径 ，長さ ，膜DB-5MS+DG 0.25mm 30m
厚 μ ， 社製)0.25 m Agilent

50 1min -25 /min-125 0min -10カラム温度： ℃( ) ℃ ℃( )

℃ ℃( )/min-300 6.5min
注入口温度： ℃，ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ温度： ℃250 280
キャリアーガス：ヘリウム， (定圧ﾓｰﾄﾞ)80kpa

2 L注入量： μ

)( ) ：前報による2 GC-ECD 3

５ 分析方法

( ) による一斉分析法1 GC/MS
厚生労働省通知法「 による農薬等の一斉GC/MS

分析法(農産物)」 に準じて行った。すなわち、野4)

菜・果実は均一化した試料 （穀類の場合は、粉20g
砕化した試料 に水 を加え 放置し10g 20mL 15min
たもの）にアセトニトリル を加えホモジナイズし50mL
た後、遠心分離( )し上清を分取した。2,500rpm,5min
残った残渣に、アセトニトリル を加え同様に操20mL
作した。得られた上清を合わせアセトニトリルを加え

正確に とした。100mL
抽出液 を採り、塩化ナトリウム 及び20mL 10g

0.5mol/L pH7.0 20mL 10minリン酸緩衝液( ) を加え、

振とうした。静置した後、分離した水層を捨てた。野

菜・果実の場合は、アセトニトリル層に無水硫酸ナト

リウムを加え脱水し、無水硫酸ナトリウムはろ過で除

き、ろ液を ℃以下で濃縮、窒素気流下で溶媒を40
除去した。（穀類については、あらかじめアセトニトリ

ル でコンディショニングした に10mL Bond Elut C18
2mLアセトニトリル層を負荷し、さらにアセトニトリル

を負荷、全溶出液を採り、野菜・果実と同様に脱

水、濃縮、溶媒の除去操作を行った。）残留物はア

セトニトリル：トルエン( )混液 に溶かした。3:1 2mL
3:1 10mLあらかじめアセトニトリル：トルエン( )混液

でコンディショニングした に上記ENVI-Carb/LCNH2
抽出液を負荷し、さらにアセトニトリル：トルエン( )3:1
混液 を負荷、全溶出液を ℃以下で濃縮し20mL 40
た。これにアセトン を加え 以下に濃縮10mL 1mL
し、再度アセトン を加えて濃縮、窒素気流下で5mL
溶媒を除去した。残留物はアセトンに溶かし、野菜・

果実は （穀類は ）とした。これを試験溶液2mL 1mL
とし、 ( )により測定した。なお、検量線はGC/MS SIM

～ (アセタミプリド，アセフェート及びメタ0.02 0.4ppm
ミドホスは ～ )の範囲で作成した。また、0.1 2.0ppm

( )測定により農薬が検出された場合にGC/MS SIM
は、 ( )測定等により再測定を行い、標GC/MS SCAN
準品のマススペクトルとの比較による確認を行

た。

( ) による個別分析法対象農薬2 GC-ECD
)前報による 3

６ 添加回収実験

添加濃度は μ (アセタミプリド，アセフェー0.1 g/g
ト及びメタミドホスは μ )とし、５の分析方法を0.5 g/g
用いて で回収実験を行った。なお、いずれも添n=3
加 分後分析を開始した。また、 測定は30 GC/MS
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検量線用標準溶液と試験液を交互に測定した。

７ 実態調査

表１に示す 検体及び玄米 検体の合計 検60 1 61
体について５の分析方法により調査を行った。

実 験 結 果 及 び 考 察

１ 添加回収実験結果

表 に農薬混合標準溶液 、表 に農薬混合2 21 3
標準溶液 及び表 に当所で調整し混合した農22 4
薬の添加回収実験結果を示した。

1 21 22( ) 農薬混合標準溶液 及び

全般的に回収率が低い農薬として、ジクロルボ

ス、ブチレート及びＥＰＴＣがあるが、これらは濃縮

時の損失によるものと思われる。また、チオメトンに

ついても回収率が低く、濃縮時の損失等が考えられ

る。その他、キノメチオネート、ピリミジフェン、メタミド

ホス及びアセフェートも回収がないか回収率が低か

ったが、これらは農薬の極性の問題又はミニカラム

での吸着が原因と思われる。また、エチオフェンカ

ルブの回収率は対象農産物により回収率が異なり

安定していなかったが、これらは作物成分による分

解等が原因と考えられる。 なお、以上の農薬に5)

ついては検査対象外とした。

野菜・果実では、いちごでのメチオカルブの回収

率が を超え、逆にほうれん草でのカルバリル、120%
いちごでのペンディメタリンの回収率が 台であ60%
った。また、玄米では、ビテルタノール、ピラクロホ

ス、ペリメトリン、シフルトリン及びフェンバレレートの

回収率が を 以上、野菜・果実で120% 超えていた。

はいちご又はほうれん草において 農薬が、玄米3

では 農薬が回収率 ～ 範囲に入って な5 70 120% い

かった。しかしながら、その回収率は 台又は60%
～ であることから、スクリーニング調査とし120 140%

て考えた場合は、利用可能と考えられる。

その他の農薬は回収率が ～ の範囲にあ70 120%
り、良好な結果であった。また、相対標準偏差( )RSD

20%についても、検査対象とする農薬については、

を超えるものはなく、ほとんどが 以下で良好な10%
結果であった。

なお、トリアジメノール及びシフトリンは異性体を

有するため、複数のピークが検出されるが、トリアジ

メノールはばれいしょ及びほうれん草、シフルトリン

はほうれん草において、マトリックスの影響により妨

害を受けるピークがあった。この場合、マトリックスの

妨害を受けないピークにより回収率を求めた。また、

ジコホールはその分解物により回収率を求めた。

( ) 当所で調整し混合した農薬2
プロファム、ジフェニルアミン、ベンフルラリン及び

ホレートにおいて、一部の農産物で回収率が低かっ

た。これらの農薬については、今後更に検討が必要

と考える。

その他の農薬については、いちごでのホスファミ

ドン以外は回収率が ～ の範囲に有り、良70 120%
好に回収されていた。いちごのホスファミドンについ

ては回収率が 台であったが、前述した同様の130%
理由により、スクリーニング調査としては利用可能と

考えられる。 もほとんどが 以下で良好なRSD 10%
結果であった。

なお、玄米におけるゾキサミドは測定途中で、分

解率が大きく変動したため、主ピークと熱分解生成

物のピークの和により回収率を求めた。なお、この

時の、検量線の相関係数は と良好であっ0.9997
た。

２ 実態調査

表 に示す農産物の調査結果を表 に示した。1 5
なお、第 回 月分の検体からポジティブリスト制2 7
が適応される。

全体では 検体の内、 検体より農薬が検出60 20
され検出率は約 であった。また、検出された農33%
薬の種類は 種類であった。19

( ) 野菜1
種類の農産物から 種類の農薬が検出され8 13

た。その濃度範囲は ～ であった。この0.01 2.8ppm
内、ねぎ 検体( 月分及び 月分)からＥＰＮがそ2 9 11
れぞれ 及び 、ほうれん草からピリダ1.8ppm 1.5ppm
ベンが 検出された。これらは、食品衛生法0.45ppm
の基準値を超えていた。ねぎのＥＰＮの基準値は

、ほうれん草のピリダベンの基準値はなく、0.1ppm
ポジティブリスト制における一律基準値 が0.01ppm
適応された。

当所で基準値を超える事例が認められた場合は

次のとおり、再検査等を行っている。

① ( )測定によるマススペクトルの確認GC/MS SCAN
② 測定での確認GC
③単品の標準溶液と混合標準溶液との比較

④当該農産物による添加回収実験(検査前には代
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回収率 RSD 回収率 RSD 回収率 RSD 回収率 RSD 回収率 RSD 回収率 RSD

ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ 27.4 5.2 20.3 9.2 25.8 12.0 46.8 3.5 49.2 5.9 38.5 2.5

ﾌﾞﾁﾚｰﾄ 27.1 14.5 19.2 13.3 20.2 8.5 51.3 2.0 27.3 10.7 37.9 3.5

ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 72.2 1.7 78.4 0.8 79.2 5.8 80.5 2.7 83.3 4.2 81.1 1.3

ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ 71.4 3.0 77.4 1.9 88.9 7.6 80.4 3.8 89.7 5.3 83.8 1.4

ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 85.7 1.9 105.9 1.6 92.7 7.1 83.2 5.3 111.8 6.2 92.5 4.7

α-BHC 75.1 8.2 70.1 1.4 82.6 2.9 85.0 2.7 73.3 7.2 75.6 2.4

β-BHC 82.2 3.4 88.8 2.9 97.3 2.8 94.7 2.2 99.2 5.3 87.7 2.3

ﾃﾙﾌﾞﾎｽ 72.7 9.7 73.3 1.6 76.2 7.2 77.5 7.6 78.0 3.5 77.9 3.7

ﾃﾌﾙﾄﾘﾝ 84.7 2.5 86.5 1.0 89.3 5.0 86.2 1.4 100.7 5.3 91.0 1.9

δ-BHC 86.9 1.5 92.5 3.8 96.6 5.3 87.2 4.4 102.3 4.9 85.6 8.8

ｴﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 21.6 53.1 87.6 6.4 27.4 3.7 60.1 26.3 58.7 12.2 80.0 10.5

ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 77.6 2.2 82.7 0.8 86.4 6.0 95.4 4.5 110.6 4.4 84.8 3.6

ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ 81.2 0.9 85.5 1.7 84.6 5.2 83.6 5.1 104.9 0.8 85.4 5.2

ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ 93.9 1.0 105.5 2.5 89.2 7.6 104.2 9.4 138.6 6.1 102.0 5.5

ﾏﾗﾁｵﾝ 84.2 3.5 92.8 1.8 86.9 8.2 87.4 2.3 109.2 3.8 88.3 2.3

ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ 85.5 1.1 91.0 1.0 85.0 3.9 90.7 2.4 104.9 2.0 90.6 4.1

ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 94.4 1.6 94.9 2.0 96.3 7.2 99.6 5.5 110.7 3.3 94.3 3.7

ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾞﾝﾎｽ 86.9 1.4 96.0 0.8 85.4 6.2 95.5 3.3 113.4 2.7 95.3 3.8

ｲｿﾌｪﾝﾎｽ　P=O 98.5 2.9 92.0 7.0 85.9 2.5 97.0 6.6 102.8 9.5 110.0 7.3

ｼﾞｺﾎｰﾙ分解物 99.9 3.5 103.8 1.7 114.4 3.8 97.1 1.6 110.4 9.1 101.5 1.3

ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ-E 91.4 3.7 92.0 0.6 93.0 9.0 86.1 4.9 99.9 2.9 97.4 3.3

ｲｿﾌｪﾝﾎｽ　 86.4 2.7 88.9 2.5 85.3 4.9 85.6 4.6 98.2 4.1 85.9 5.1

ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ-Z 88.9 2.8 93.4 0.9 85.6 5.8 88.3 3.5 109.6 2.2 96.3 4.3

ｷﾅﾙﾎｽ 82.8 3.2 86.1 2.1 84.0 8.0 90.0 4.0 101.0 3.9 91.0 4.1

ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ-1 * - 103.8 1.7 92.9 1.6 * - 101.9 2.7 98.3 6.6

ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ-2 95.1 3.5 102.7 0.8 87.7 6.0 98.5 5.5 104.5 3.6 97.7 6.6

ｷﾉﾒﾁｵﾈｰﾄ nd - nd - nd - nd - nd - nd -

ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ 92.6 0.8 96.8 2.2 80.7 4.5 90.9 2.5 99.9 1.9 95.7 6.4

ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ 95.1 1.7 93.0 1.9 89.0 3.7 100.9 2.8 101.4 3.4 106.6 6.4

ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ 89.1 1.2 90.4 0.7 87.2 4.4 96.2 1.6 100.4 3.3 90.6 4.9

p,p-DDE 86.6 2.6 90.7 0.5 94.3 0.3 96.7 3.1 97.4 5.0 79.5 3.2

ﾌﾙｼﾗｿﾞｰﾙ 84.9 2.9 98.8 1.3 79.8 4.3 100.7 4.2 99.6 4.6 96.4 6.6

ﾌｪﾝｽﾙﾎﾁｵﾝ 98.8 2.7 100.0 2.7 96.0 7.3 109.9 7.4 112.4 3.2 102.7 8.8

ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ-1 94.2 3.8 97.8 4.8 79.9 1.9 98.5 2.1 100.0 8.0 96.7 8.1

ﾚﾅｼﾙ 94.4 1.7 94.0 2.0 85.8 5.8 104.0 5.2 103.3 0.9 103.8 6.6

ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ-2 90.3 0.8 92.3 1.6 90.4 2.4 97.9 2.8 99.4 6.6 96.2 6.2

ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ 100.6 3.1 100.8 0.6 90.8 6.0 103.4 2.3 106.2 4.0 103.6 5.0

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 86.5 3.6 91.0 3.9 86.6 7.8 91.0 3.9 84.6 2.1 89.2 8.1

ﾎｻﾛﾝ 94.8 2.4 95.7 0.5 87.1 4.8 91.6 2.8 98.0 3.0 101.1 5.7

ｼﾊﾛﾄﾘﾝ-1 94.4 2.1 94.7 0.8 85.7 3.9 99.6 3.7 99.1 4.5 102.1 5.8

ｼﾊﾛﾄﾘﾝ-2 93.3 2.0 92.7 0.6 84.9 2.8 102.4 3.5 95.7 5.3 106.6 6.4

ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ 95.5 1.5 97.4 0.7 88.4 3.9 96.8 2.3 100.1 3.0 106.3 6.8

ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 89.3 3.6 91.5 2.0 84.9 2.6 119.4 4.5 98.0 5.5 101.6 4.2

ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ-1 102.3 2.3 109.3 4.6 95.0 3.3 117.1 5.2 104.1 3.2 138.2 7.4

ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ-2 102.5 1.3 107.1 3.9 92.0 6.2 119.7 4.5 92.4 2.0 133.8 5.3

ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ 91.1 3.0 91.0 1.9 87.8 4.1 119.7 3.6 96.1 6.0 117.4 7.4

ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ-1 95.9 4.5 91.0 3.2 100.6 5.2 111.4 2.1 97.3 5.7 119.2 2.5

ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ-2 94.9 1.9 92.4 1.5 92.8 3.3 117.4 2.7 96.1 4.9 110.7 8.7

ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ-3,4 87.1 2.9 93.7 3.7 92.6 3.9 90.0 4.2 99.7 7.4 108.9 6.3

ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ-1 93.4 2.3 93.5 1.6 90.1 3.3 102.8 1.5 98.9 6.3 109.1 7.2

ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ-2 91.4 3.9 95.2 1.4 89.9 3.2 105.9 1.6 95.5 6.0 108.3 7.5

ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾌｪﾝ 9.7 1.1 35.6 36.2 59.1 13.1 101.1 1.5 39.4 11.7 30.5 38.2

ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ-1 91.5 2.7 101.0 2.4 90.0 3.0 92.1 5.0 97.1 6.3 98.2 4.3

ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ-2 90.8 2.6 93.2 3.5 90.4 5.4 86.7 5.0 98.0 7.6 96.7 3.4

ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ 97.5 1.1 95.2 3.1 86.2 3.7 73.9 4.3 98.1 1.7 91.8 1.9

*　マトリックスの影響によりピークが確認できず

(%，n=3)

表２　添加回収実験結果（その1）

玄米
農薬名

ばれいしょ トマト キャベツ ほうれん草 いちご



回収率 RSD 回収率 RSD 回収率 RSD 回収率 RSD 回収率 RSD 回収率 RSD

ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ 35.3 0.2 42.8 4.8 46.0 4.7 40.7 9.7 43.8 3.0 40.6 6.0

EPTC 14.4 9.2 12.7 15.4 15.4 10.1 42.1 5.4 22.7 12.5 29.5 6.2

ｱｾﾌｪｰﾄ 33.9 3.8 52.2 3.2 79.8 1.9 58.8 3.5 68.4 7.5 65.1 6.2

ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 71.0 4.6 83.7 5.9 86.4 3.2 84.3 2.1 84.5 3.0 83.0 5.2

ｸﾛﾛﾌﾟﾛﾌｧﾑ 73.6 4.3 85.8 5.8 90.8 3.7 88.1 4.8 82.7 3.2 84.8 3.6

ｶｽﾞｻﾎｽ 70.3 4.6 79.2 4.7 86.7 5.6 89.2 3.2 84.4 5.0 78.9 5.4

ﾁｵﾒﾄﾝ 35.5 25.4 58.9 9.2 73.0 2.8 55.3 3.1 25.7 20.2 64.4 8.3

ｼﾞﾒﾁﾋﾟﾝ 78.1 6.8 91.1 3.8 91.5 4.7 89.8 3.3 89.3 3.9 93.6 2.9

γ-BHC 74.9 4.7 82.5 5.6 93.6 2.7 90.2 2.1 75.1 4.3 86.9 3.9

ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 73.0 6.1 84.9 5.6 101.3 2.2 84.4 5.7 80.0 3.5 84.5 5.7

ｴﾄﾘﾑﾎｽ 73.0 4.9 83.9 4.8 97.7 3.9 83.0 3.7 79.6 2.7 82.0 5.9

ﾋﾟﾘﾐｶﾙﾌﾞ 79.1 3.9 93.2 3.6 91.4 6.9 90.7 4.0 86.7 1.2 95.2 4.2

ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ 77.7 4.9 92.6 4.0 88.6 6.1 90.4 3.4 97.6 0.7 95.5 2.6

ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ 75.7 4.9 85.8 4.4 96.3 9.2 88.6 3.9 81.5 4.5 85.2 2.3

ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 79.2 2.4 95.6 3.5 103.1 16.4 61.2 11.1 117.0 6.9 100.7 3.2

ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 78.1 4.1 89.0 5.3 94.0 5.4 90.7 0.5 79.7 2.0 95.5 5.3

ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 81.0 4.2 94.2 4.1 94.0 6.9 99.4 0.6 96.0 1.9 91.5 5.0

ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 75.3 3.6 87.9 5.9 91.2 6.7 92.9 3.2 88.1 2.0 87.2 7.1

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 78.1 4.9 93.4 4.3 90.4 6.5 96.5 3.1 91.9 1.5 89.8 5.1

ﾌｪﾝﾁｵﾝ 70.6 1.5 88.1 3.3 88.0 6.0 84.5 3.5 72.0 8.0 86.0 4.6

ﾊﾟﾗﾁｵﾝ 73.5 2.0 86.9 5.1 91.1 6.6 84.8 1.4 75.1 5.3 85.9 3.3

ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ-1 86.9 3.7 108.2 2.3 98.7 8.1 98.7 1.5 93.2 7.6 107.6 9.2

ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ-2 92.4 5.3 107.9 7.9 99.4 11.1 105.2 7.1 98.2 5.1 109.2 8.9

ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 72.4 2.9 82.6 3.5 87.6 6.9 77.6 1.9 65.0 6.0 80.9 5.6

ﾋﾟﾘﾌｪﾉｯｸｽ-Z 76.7 0.7 84.9 4.9 93.8 6.9 85.4 5.8 84.6 2.3 89.2 6.3

ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ 77.9 4.8 86.6 5.2 89.8 7.9 85.8 3.3 81.5 2.9 89.8 4.9

ﾋﾟﾘﾌｪﾉｯｸｽ-E 94.2 3.1 88.2 6.7 102.6 5.7 96.3 2.4 87.5 1.4 88.3 5.8

ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ 79.5 2.0 94.6 2.4 98.5 7.3 102.5 3.4 85.2 2.1 85.1 7.0

ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ 79.3 1.8 98.3 2.4 107.3 3.6 98.4 2.9 85.7 1.6 91.0 7.1

ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ 87.0 3.1 100.8 3.2 96.0 4.6 98.7 4.0 92.0 0.3 100.1 5.0

ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ 85.5 2.6 103.0 3.5 105.1 6.7 94.7 3.0 93.3 1.8 95.9 4.7

ｸﾛﾙﾍﾞﾝｼﾞﾚｰﾄ 85.5 3.0 98.2 2.5 97.7 7.2 94.5 5.3 90.9 1.7 99.3 5.6

p,p'-DDD 85.4 2.7 92.5 7.1 93.9 7.3 97.8 3.0 88.1 1.3 96.5 5.6

ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 92.1 4.8 109.4 6.3 101.1 7.5 98.9 5.1 96.7 1.5 108.0 6.0

ｴｼﾞﾌｪﾝﾎｽ 88.1 2.6 99.5 3.0 102.7 7.5 103.3 1.7 94.4 2.5 113.9 6.7

ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 88.5 4.5 102.0 5.4 100.8 7.5 92.8 4.5 82.2 6.3 106.1 8.7

ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 85.5 4.5 96.1 3.7 88.8 17.2 84.1 4.6 90.0 8.9 108.9 7.9

EPN 76.0 3.1 90.2 3.9 92.9 8.8 87.5 2.4 71.8 4.8 91.4 5.8

ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 93.3 1.9 107.9 4.2 99.5 8.4 111.2 1.2 94.5 1.5 117.4 8.0

ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ 92.7 3.2 109.5 3.2 97.9 8.6 106.7 0.2 96.4 2.2 113.8 6.1

ｱｸﾅﾄﾘﾝ 82.1 1.1 95.4 2.0 92.4 13.0 81.7 6.1 89.6 1.9 107.4 7.9

ﾋﾟﾗｸﾛﾎｽ 87.7 1.7 113.1 5.0 98.7 11.4 110.4 2.3 88.5 3.3 125.6 9.2

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ-1 86.6 1.9 110.9 6.2 95.5 4.7 119.4 1.5 91.5 1.8 122.0 10.1

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ-2 83.9 2.0 110.5 3.3 94.7 5.4 116.1 2.7 89.9 1.0 129.6 7.1

ｼﾌﾙﾄﾘﾝ-1 89.1 7.7 105.8 7.2 104.7 7.7 * - 91.4 1.8 131.9 15.0

ｼﾌﾙﾄﾘﾝ-2 86.9 5.9 114.5 6.3 96.5 10.8 114.9 1.7 91.6 7.6 144.1 10.3

ｼﾌﾙﾄﾘﾝ-3 91.9 2.5 112.5 2.3 82.6 2.9 108.6 1.5 83.7 5.2 137.4 4.7

ｼﾌﾙﾄﾘﾝ-4 87.0 6.8 109.4 4.8 102.4 3.1 112.4 1.1 89.5 6.6 131.6 9.8

ﾊﾙﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 85.4 1.4 103.9 2.3 93.5 7.8 112.5 1.3 82.9 1.2 108.7 6.7

ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ 90.4 2.9 106.0 2.7 96.8 8.5 102.1 0.9 95.3 2.1 93.4 6.9

ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ-1 81.2 1.2 97.1 11.8 91.0 12.4 94.2 7.3 85.6 3.0 117.0 6.3

ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ-2 90.5 5.2 138.0 10.6 99.6 5.6 115.9 4.9 82.7 1.7 128.7 10.5

ｼﾞﾌｪﾉｺﾉｿﾞｰﾙ-1 95.1 0.9 117.0 1.9 105.8 4.6 109.2 3.2 92.1 4.0 118.3 6.7

ｼﾞﾌｪﾉｺﾉｿﾞｰﾙ-2 96.2 2.1 112.4 0.9 103.5 6.0 101.3 2.6 91.2 8.2 119.4 8.6

ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 82.9 2.1 104.3 6.4 91.6 3.4 99.1 0.7 87.6 6.0 115.4 9.5

*　マトリックスの影響によりピークが確認できず

表３　添加回収実験結果（その２）
(%，n=3)

玄米
農薬名

ばれいしょ トマト キャベツ ほうれん草 いちご
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回収率 RSD 回収率 RSD 回収率 RSD 回収率 RSD 回収率 RSD 回収率 RSD

ﾌﾟﾛﾌｧﾑ 63.4 0.7 63.7 3.8 72.0 4.8 72.2 5.0 71.9 3.3 72.7 1.0

ﾌﾟﾛﾎﾟｷｽﾙ 80.7 2.2 91.2 7.3 116.0 4.1 84.2 10.0 104.4 4.3 94.4 2.7

ﾌﾟﾛﾊﾟｸﾛｰﾙ 70.5 0.9 75.7 6.5 80.3 3.5 78.3 6.2 81.2 3.9 77.0 2.5

ｼﾞﾌｪﾆﾙｱﾐﾝ 63.3 2.0 75.0 5.5 78.9 3.9 88.3 6.6 72.0 2.7 72.8 4.2

ﾍﾞﾝﾌﾙﾗﾘﾝ 67.6 0.4 73.6 6.1 89.6 5.6 71.8 6.6 57.7 3.6 66.7 2.9

ﾎﾚｰﾄ 43.1 2.4 60.1 6.0 80.0 5.7 72.4 7.5 72.1 4.4 58.0 0.6

ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ 85.1 2.1 90.6 6.4 111.4 7.5 82.2 9.9 96.7 1.0 92.5 3.7

ﾌﾟﾛﾊﾟｼﾞﾝ 84.7 1.2 91.9 7.2 99.0 4.9 83.0 8.8 92.2 2.9 89.2 2.1

ｸﾛﾏｿﾞﾝ 78.4 1.8 83.9 6.6 91.6 6.4 81.0 7.3 85.8 3.4 82.3 8.3

ﾌﾟﾛﾍﾟﾀﾝﾎｽ 75.8 1.2 81.4 7.6 116.5 3.8 76.2 5.7 88.6 4.6 77.5 5.1

ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 78.2 0.5 81.1 5.7 114.8 2.9 82.0 4.8 87.6 2.9 80.2 2.2

ﾋﾟﾛｷﾛﾝ 81.7 0.4 87.3 5.9 94.0 5.1 82.4 6.3 85.3 2.4 86.7 2.6

ﾎｽﾌｧﾐﾄﾞﾝ 77.8 1.4 87.5 5.7 103.7 0.5 79.5 10.1 132.8 2.2 93.7 2.8

ﾌﾟﾛﾊﾟﾆﾙ 84.3 0.8 90.3 5.8 100.3 2.7 81.7 6.4 107.5 2.5 85.3 2.1

ｼﾒﾄﾘﾝ 81.3 0.8 85.5 6.5 98.9 4.4 81.5 8.6 101.7 2.9 86.3 1.7

ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ 80.0 0.6 82.3 6.0 87.0 4.4 79.2 5.1 97.5 3.1 83.3 1.7

ﾄﾘｼﾞﾌｧﾝ 88.9 0.9 83.5 6.7 89.3 6.1 79.5 3.9 93.0 3.5 82.0 2.4

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 81.5 2.4 89.7 8.1 92.1 7.9 79.0 7.3 109.2 4.4 85.2 5.5

ｱﾚｽﾘﾝ 87.4 4.9 91.1 4.4 85.2 4.2 81.9 9.5 101.3 6.7 94.6 2.4

ﾋﾞｵｱﾚｽﾘﾝ 87.4 2.4 89.6 8.6 88.9 4.7 82.1 6.5 103.4 3.3 89.0 0.4

ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 84.2 0.4 92.1 7.0 94.4 5.7 83.4 5.4 89.0 3.2 95.7 3.7

ｿﾞｷｻﾐﾄﾞ（熱分解生成物） 90.7 4.2 79.2 8.6 77.2 5.8 75.3 4.5 84.3 39.6 * -

ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 77.5 0.8 85.0 4.3 89.5 3.8 84.6 9.8 81.1 1.1 79.3 1.7

ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ 82.6 3.1 88.0 7.1 105.5 5.3 90.1 9.6 99.2 5.9 93.3 4.8

ﾁﾌﾙｻﾞﾐﾄﾞ 86.1 1.1 92.8 5.1 87.6 3.9 92.2 7.3 102.5 2.9 92.7 1.0

ｵｷｼﾌﾙｵﾙﾌｪﾝ 77.8 0.5 82.1 7.9 89.3 6.1 80.5 6.3 79.8 0.3 78.4 0.7

ﾌﾞﾋﾟﾘﾒｰﾄ 78.5 4.2 87.6 5.8 87.9 4.6 87.6 9.5 94.0 2.8 87.2 1.1

ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 80.7 1.5 91.1 6.5 90.0 4.2 86.9 7.4 92.8 3.4 85.6 0.4

ｱｻﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 78.8 1.8 80.8 6.2 84.9 9.3 87.6 7.9 87.1 3.2 88.5 4.8

ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 87.8 6.5 98.8 3.1 87.6 2.7 85.8 3.3 85.5 3.0 88.1 7.5

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ-Z 81.2 2.1 87.0 7.4 93.2 5.4 84.3 9.6 97.4 3.1 85.6 1.8

ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ 77.9 1.6 83.8 7.3 85.9 3.8 85.3 7.0 93.5 3.8 91.1 2.6

ﾄﾘｱｿﾞﾎｽ 80.9 2.3 88.3 7.8 85.7 5.2 97.7 8.5 91.9 3.7 97.4 3.3

ﾌｧﾑﾌｰﾙ 86.1 2.8 94.5 7.1 95.4 4.7 89.1 9.4 97.2 3.8 106.8 4.9

ﾉﾙﾌﾙﾗｿﾞﾝ 82.6 2.6 89.5 7.1 88.6 5.6 89.9 9.6 94.6 5.1 92.6 1.5

ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ-E 81.4 2.4 85.5 7.2 83.1 5.4 87.9 9.6 92.3 1.9 92.3 1.9

ｼﾞｵﾌｪﾉﾗﾝ-1 89.3 2.1 94.6 6.5 91.4 4.4 90.5 6.2 95.6 2.0 91.8 0.6

ｼﾞｵﾌｪﾉﾗﾝ-2 88.8 1.1 94.1 6.0 90.8 4.4 87.8 6.3 93.2 1.8 92.4 0.9

ﾍｷｻｼﾞﾉﾝ 87.8 2.0 94.8 6.5 91.3 6.0 95.7 2.4 90.1 6.5 99.7 2.3

ｼﾞｸﾛﾎｯﾌﾟﾒﾁﾙ 86.5 1.3 94.6 5.5 91.6 5.7 88.6 6.9 93.9 3.1 92.6 2.6

ﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞｯﾄ 89.6 3.2 98.4 2.6 94.7 2.7 90.6 5.1 97.4 2.0 95.2 2.3

ｿﾞｷｻﾐﾄﾞ 90.6 6.8 100.6 6.2 98.9 5.9 107.8 9.0 96.2 9.2 109.5 2.6

ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ 80.3 2.0 93.3 8.5 89.6 5.4 87.4 9.6 74.8 4.5 94.9 1.3

ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ 87.6 1.9 94.2 6.3 89.8 4.3 91.0 6.2 93.2 3.3 85.3 0.4

ﾎｽﾒｯﾄ 84.8 2.0 97.2 6.2 96.7 3.7 90.3 8.0 85.1 3.4 107.4 2.5

ﾋﾟｺﾘﾅﾌｪﾝ 87.8 1.3 93.4 6.9 86.1 4.1 89.4 7.8 94.1 3.6 92.9 1.6

ﾋﾟﾍﾟﾛﾎｽ 82.1 2.5 91.0 6.4 84.7 5.3 94.6 9.5 86.9 1.4 97.0 0.4

ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ 82.9 1.1 93.9 6.4 88.1 6.3 100.0 8.3 93.6 6.6 99.1 5.2

ﾒﾄｷｼｸﾛｰﾙ 87.6 2.0 95.8 7.0 91.7 3.7 95.0 6.9 87.7 2.6 97.1 0.8

ﾌｪﾝｱﾐﾄﾞﾝ 77.5 1.2 89.8 7.7 92.0 3.0 94.1 6.5 89.1 2.1 92.3 2.2

ﾌｪﾉﾄﾘﾝ-1 90.5 1.0 91.3 7.2 92.5 4.1 90.8 0.9 94.9 5.1 94.3 0.9

ﾌｪﾉﾄﾘﾝ-2 87.4 2.1 94.1 7.8 90.0 4.1 90.0 5.4 94.0 2.4 87.9 0.9

ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ 88.0 3.3 105.0 5.5 95.6 5.5 108.6 10.1 84.8 4.4 92.5 10.1

ﾋﾟﾗｿﾞﾎｽ 82.0 2.0 93.2 7.6 85.3 5.2 97.9 9.1 84.1 3.7 99.6 3.1

ﾌﾙｷﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 76.3 2.9 96.2 7.3 93.6 7.4 103.2 6.4 85.5 1.6 119.4 4.1

ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 88.7 5.8 103.9 7.0 100.0 7.8 106.3 6.2 90.8 2.0 98.2 8.1

ﾌﾙﾐｸﾛﾗｯｸﾍﾟﾝﾁﾙ 83.9 1.2 101.7 5.5 92.5 4.9 94.0 7.3 86.1 0.7 105.9 2.1

*　測定途中で分解率が大きく変動したので、ゾキサミドとその熱分解生成物の和により回収率を求めた

表４　添加回収実験結果（その３）
(%，n=3)

いちご 玄米
農　　薬　　名

ばれいしょ トマト キャベツ ほうれん草
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表５ 農産物中残留農薬実態調査結果

検体数 検出数 検出農薬名及び検出値(ppm) 基準値(ppm) 時期

（野菜）

トマト 4 3 ①ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ：0.03 ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ：1.0 5月

②ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ：0.06，ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ：0.02 ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ：5.0，ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ：5 5月

③ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ：0.06，ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ：0.19 ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ：1.0，ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ:5 7月

スナックエンドウ 2 2 ①ﾌﾙｼﾗｿﾞｰﾙ：0.05 ﾌﾙｼﾗｿﾞｰﾙ(-) 5月

②ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ：0.09，ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ：0.14 ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ(1.0)，ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ(-) 5月

   ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ：0.02 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ(-)

アスパラガス 3 1 ①ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ：0.03 ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ：2 7月

きゅうり 3 2 ①ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ：0.16 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ：5 7月

②ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ：0.03 ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ：5(暫定) 7月

ねぎ 4 2 ①EPN：1.8，ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ：0.15 EPN：0.1，ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ：3(暫定) 9月

②EPN：1.5，ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ：0.06 EPN：0.1，ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ：2.0 11月

   ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ：0.03 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ：5

はくさい 2 1 ①ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ：0.08，ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ：0.18 ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ：2,ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ：5 11月

いんげん 2 1 ①ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ：0.01 ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ：5（暫定） 9月

ほうれん草 3 1 ①ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ：0.45，ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ：2.8 ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ：なし，ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ：4(暫定) 11月

（果実）

ぶどう 5 4 ①ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ：0.02，ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ：0.03 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ：2.0，ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ：15 7月

②ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ：0.04 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ：5.0 7月

③ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ：0.01，ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ：0.20 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ：5.0，ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ：15 9月

④ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ：0.03 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ：15 9月

なし 2 1 ①ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ：0.02，ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ：0.02 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ：0.6，ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ：5 9月

   ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ：0.01 ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ：0.5

りんご 2 2 ①ｼﾊﾛﾄﾘﾝ：0.03，ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ：0.02 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ：0.4，ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ1.0 11月

②ｷｬﾌﾟﾀﾝ：0.05 ｷｬﾌﾟﾀﾝ：5.0 11月

表的な農産物による添加回収実験は行っている)

⑤再検査( )n=3
今回の事例の場合は次のとおりであった。

①図 及び に示すとおり試料と標準品のマスス1 2
ペクトルは良く一致しており、それぞれの農薬である

と判断した。

②ＥＰＮは 、ピリダベンは で測定GC-FPD GC-ECD
を行ったが、それぞれの標準品と同じ にピークRT
を認めた。

③ の濃度でそれぞれ積分値を比較したとこ200ppb
ろ、ほぼ一致し、標準品に劣化等がないことを確認

した。

④それぞれの添加回収実験結果は表 に示すとお6
りで、回収率は ～ の範囲に有り、 も70 120% RSD

以下で良好に回収された。なお、添加濃度は10%
μ で行った。0.1 g/g

①再検査結果は表 に示すとおりで、測定値のバ7
ラツキも少なかった。

( ) 果物2
種類の農産物から 種類の農薬が検出され3 8

た。その濃度範囲は ～ であった。な0.01 0.05ppm
お、果物については、食品衛生法の基準値を超え

て検出された農薬はなかった。

% n=3表６ 添加回収実験結果 ( )

RSD農産物 農薬 回収率

91.3 4.6ねぎ ＥＰＮ*1

100.2 5.8ねぎ ＥＰＮ*2

116.1 3.5ほうれん草 ピリダベン

) 月期 ) 月期*1 9 *2 11

n=3表７ 再検査結果

農産物 農薬 測定値( ) ( )ppm RSD %
1.8 7.7ねぎ ＥＰＮ*1

1.5 7.2ねぎ ＥＰＮ*2

0.45 1.4ほうれん草 ピリダベン

) 月分 ) 月分*1 9 *2 11
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図１ 試料（ねぎ）と標準品のマススペクトル

(上段： 月分，中段： 月分，下段： )9 11 EPN

図２ 試料（ほうれん草）と標準品のマススペクトル

(上段：試料，下段：ピリダベン)

( ) 玄米3
検出された農薬はなかった。

ま と め

今回、 による農産物中の残留農薬の一GC/MS
斉分析法の検討を行ったところ、 種類の化合物135
の分析が可能であった。しかしながら、混合標準溶

液の中には、代謝物を含まなかったり、異性体がそ

ろっていない等があり、農薬数としては約 農薬120
が分析可能と考えられた。なお、本分析法による報

告下限値は (アセタミプリドは )とし0.01ppm 0.05ppm
た。

また、本分析法と による個別分析法をGC-ECD
用いて、県内で購入された農産物 検体について61
調査を行ったところ、 検体より 種類の農薬が20 19

2 1検出された。この内、ねぎ 検体及びほうれん草

検体で食品衛生法の基準値を超える事例があっ

た。関係行政機関の方で調査・指導が行われ、回

収措置等がなされた。

今後は、更に による一斉分析法の検討をGC/MS
進め、 による一斉分析法についても検LC/MS/MS
討予定である。
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